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第１章 北広島市のあらまし 

 

１ 市勢の概要 

 

１）位置及び地勢 

北広島市は、石狩平野の南部に位置する周囲約 52.5km、総面積 118.54km2の都市で

北西側は札幌市、北は江別市、東は千歳川をはさんで長沼町と南幌町に、南は島松川

を境界として恵庭市に接しています。 
地形は、南西部にある島松山（標高 492.9ｍ）から、北東方面に標高 100ｍ前後の波

状台地が広がり、波状台地からの幾筋もの水の流れが島松川や輪厚川などの河川とな

って、千歳川などを経て石狩川に合流し、日本海へとそそいでいます。 
地質は、大部分が洪積層からなっており、南西部の丘陵地帯では畑作や酪農、北東

部の低地では水田を中心として活用されています。 
山林は約 37.39km2で、全市面積の 31.6％を占めており、南西部の島松川、仁井別川

沿い及び野幌森林から中央部に広がる国有林が主なものです。 
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２）気象 

亜寒帯湿潤気候の裏日本型（日本海側）に属していますが、西部から北東方向にの

びる波状台地を境として、局地的な気候変化がみられます。 
冬季は冬型の気圧配置にともなう北西の季節風が卓越して雪が降りやすく、夏季は

小笠原高気圧の影響でおおむね南東風が吹き日中晴れる日も多くなりますが、太平洋

沿岸から侵入してくる海霧の影響を受けて朝晩に曇ることがあります。また、オホー

ツク海高気圧が優勢な年は、冷涼な北東気流の吹き出しで気温があまり上がらず冷夏

となることがあります。 
平成 15（2003）年の気象統計をみると、平均気温は 6.8℃、最高気温は 28.3℃（8
月）最低気温は－24.7℃（2月）であり、年間降水量は 904mm、最深積雪は 55cm（3
月）となっています。特に、5月から 8月にかけての降水量は、6月を除いて平年値を
20～45mm下回る少雨となり、オホーツク海高気圧に覆われた 7、8月は、平均気温が
平年値を 2.7～1.3℃下回って冷夏となりました。 

 

図 1－1 平成 1５年の平均気温と降水量 
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資料：札幌管区気象台（地域気象観測所（アメダス）：恵庭市下島松 829番地） 

 
 ３）交通 

北広島市は JR千歳線のほか、市の西部を道央自動車道と国道 36号線、北部を国道
274号線が走り、また東部を主要道道の江別恵庭線（道道 46号線）が通っていて、札
幌圏と北海道中部及び東部を結ぶ交通の要所となっています。 

そのほかに、市の東部地区と西部地区（大曲方面）を結ぶ道道栗山北広島線（道道

1080号線）は、市民の主要な生活ラインとなっています。
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２ 人口・産業 

 

１）人口 

住民基本台帳によると、平成 15年度末における北広島市の人口は、59,635人で、そ
の推移を見ると、道営北広島団地の開発が始まった昭和 45（1970）年以降、急増して
おり、その後も宅地供給が進むにつれて漸次増加し、平成 4（1992）年 7 月には 5 万
人を突破し、現在に至っています。 

 

図 1－２ 人口･世帯数の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年度末現在） 

 

２）産業 

北広島市は、札幌市を中心とした経済地域にあり、卸･小売業･サービス業に代表さ

れる第 3次産業の比重が高く、食料品製造業･金属製造業などの第 2次産業も順調な発
展を続けています。 
一方、第 1次産業においては、農業人口は減少していますが、札幌市などの大消費地
に隣接していることから、都市近郊型農業を中心とした収益性の高い農業経営が展開

されています。 
図 1－３ 産業別人口 

 
 
 
 
 
 
資料：企画調整課 

「平成 12年度国勢調査」 

10,000
12,026

19,381
23,415

2,0001,639

15,000

6,052

8,022
10,000

22,264

40,853

35,000

54,830
48,500 59,635

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成8年 平成15年

人
口
/
人
　
ま
た
は
　
世
帯
数
/
世
帯 世帯数

人 口

その他
384人

第1次産業
704人

第3次産業
19,418人

第2次産業
5,545人



 - 4 -

３ 土地利用状況 

 

図 1－4 土地利用状況 

 

 

 

 
 
資料：税務課 

「平成 16年 1月 1日現在固定資産概要調書」 

 
４ 都市環境施設等の現状 

 
 表 1―1 市内の道路整備状況 平成 16年 3月 31日現在 

総延長 市道の延長 国道の延長 道道の延長 道路公団の延長

457.9km 405.1km 17.6km 26.6km 8.6km 
（注）独立専用自転車歩行者専用道は含まない 資料：土木事務所 

 
 表 1－2 市道の整備状況 平成 16年 3月 31日現在 
実延長 舗 装 状 況 改 良 状 況 

舗装済 ％ 未舗装 ％ 改良済 ％ 未改良 ％ 
405.1km 

315.7km 77.9 89.4km 22.1 355.5km 87.8 49.6km 12.2
 資料：土木事務所 

 
 表 1－3 都市公園整備状況 平成 16年 3月 31日現在 

公園種別 内   容 公園数 
面積 
（ha）

都市基幹 
公  園 

総合公園
都市住民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に
供することを目的とする公園で都市規模に応じ１箇所当たり面積
10～50haを標準として配置する。 

1 47.80

街区公園
主として街区に居住する者の利用に供することを目的とする公園
で、街区内に居住する者が容易に利用することができるように配
置し、１箇所当たり面積 0.25haを標準として配置する。 

77 19.77

近隣公園
主として近隣に居住する者の利用に供することを目的とする公園
で、近隣に居住する者が容易に利用することができるように配置
し、１箇所当たり面積 2haを標準として配置する。 

14 42.67
住区基幹 
公  園 

地区公園
主として徒歩圏内に居住する者の利用に供することを目的とする
公園で、徒歩圏域内に居住する者が容易に利用することができる
ように配置し、１箇所当たり面積 4haを標準として配置する。 

1 4.09

雑種地
18.77k㎡

その他
17.00k㎡

田
8.94k㎡ 畑

14.75k㎡
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池沼
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山林
37.40k㎡

牧場
1.12k㎡

原野
9.41k㎡

地目別土地総面積 

118.54km2 
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特殊公園 風致公園、動植物公園、歴史公園、墓園等特殊な公園でその目的
に則し配置する。 1 9.97

都 市 林 
主として動植物の生息地又は生育地である樹林地等の保護を目的
とする都市公園であり、都市の良好な自然的環境を形成すること
を目的とする。 

1 6.01

広場公園 
主として商業・業務系の土地利用が行われる地域において都市の
景観の向上、周辺施設利用者のための休息等の利用に供すること
を目的として配置する。 

4 0.69

都市緑地 

主として都市の自然的環境の保全ならびに改善、都市景観の向上
を図るために設けられている緑地であり、１箇所当たり面積
0.1ha 以上を標準として配置する。ただし既成市街地等において
良好な樹林地等がある場合あるいは植樹により都市に緑を増加又
は回復させ都市環境の改善を図るために緑地を設ける場合にあっ
てはその規模を 0.05ha以上とする。 

110 90.73

合    計 209 221.73
 資料：都市整備課「公園台帳」 

 
 表 1－4 上水道の普及状況等 各年度末現在 

項  目 
給水区域内人口 
（Ａ） 

給水人口 
（Ｂ） 

普及率％ 
（Ｂ/Ａ）

給水量 
（m3/年） 

最大給水量

（m3/日） 

平成 12年度 58,168 56,527 97.2 5,546,001 18,119
平成 13年度 58,800 57,166 97.2 5,586,940 18,293
平成 14年度 59,228 57,806 97.6 5,525,729 18,219
平成 15年度 59,787 58,411 97.7 5,604,287 18,576
備考 給水区域内人口には住民登録外人口と江別市の一部区域人口を含む 

 資料：業務課 

 
 表 1－5 下水道の整備状況 各年度末現在 

項 目 
市街化区域 
面積（ha） 

処理区域 
面積（ha）

行政人口

（Ａ） 
処理人口

（Ｂ） 
普及率％ 
（Ｂ/Ａ） 

管渠延長

（km） 
平成 12年度 1,594 1,384.5 58,038 54,890 94.6 516.0
平成 13年度 1,594 1,386.8 58,667 55,495 94.6 517.0
平成 14年度 1,594 1,387.8 59,092 55,899 94.6 518.6
平成 15年度 1,594 1,390.2 59,635 56,738 95.1 520.3

 資料：下水道課 
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 表 1－6 下水処理施設の状況 平成 16年 3月 31日現在 
施 設 名 使用開始年月 処 理 人 口 最大処理能力 

下水処理センター 
（富ヶ岡 916-2） 

昭和 47年 2月 56,738人 26,833m3/日 

 資料：下水処理センター 

 
 表 1－7 し尿収集状況（北広島市分） 各年度末現在 

し  尿 簡易水洗 浄化槽汚泥 合  計 
項  目 収集量 

（kℓ） 
割合 
（％） 

収集量

（kℓ）
割合 
（％）

収集量

（kℓ）
割合 
（％）

収集量 
（kℓ） 

割合

（％）

平成 12年度 1,347 19 3,748 54 1,891 27 6,986 100
平成 13年度 1,288 18 3,786 54 1,980 28 7,054 100
平成 14年度 1,174 17 3,653 52 2,203 31 7,030 100
平成 15年度 1,143 16 3,862 55 2,052 29 7,057 100

 資料：道央地区環境衛生組合 

 
 表 1－8 し尿処理施設の状況 平成 16年 3月 31日現在 

施  設  名 使用開始年月日 処理能力 備  考 
道央地区環境衛生組合 
（北の里 469） 

昭和 40年 12月 
（昭和 51年 11月増設）

55kℓ/日 酸化処理方式

構成団体：北広島市、長沼町、南幌町、由仁町 資料：道央地区環境衛生組合 
 
 表 1－9 廃棄物処理施設状況 平成 16年 3月 31日現在 

施  設  名 使用開始年月日 総面積処理能力 備   考 
北広島クリーンセンター 

（輪厚 723） 
昭和 54年 5月 199,447m2 準好気性埋立地方式

 資料：北広島クリーンセンター 

 
 表 1－10 自動車保有台数 各年度末現在 

北 広 島 市 北 海 道 
項  目 

台数（台） 前年比（％） 台数（台） 前年比（％）

平成 12年度 34,512 103.8 3,537,653 101.7
平成 13年度 35,750 103.6 3,590,674 101.5
平成 14年度 36,750 102.8 3,635,335 101.2
平成 15年度 37,807 102.9 3,664,638 100.8

 資料：企画調整課 北海道陸運協会「北海道自動車統計」 
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 表 1－11 自動車交通量経年変化 単位：台/日 

測定地点 
国道 36号 
（大 曲） 

国道 36号 
(輪 厚) 

国道 274号 
(西の里) 

道道江別恵庭線

(共 栄) 

平成 12年度 － － 31,633 22,443
平成 13年度 42,057 33,278 － － 
平成 14年度 37,948 － 35,112 22,356
平成 15年度 37,327 36,789 34,921 22,767
備考 
 国道 36号（大曲）：大曲中学校  国道 36号（輪厚）：輪厚駐在所 
 国道 274号（西の里）：ワンディ･スパ西の里店前  道道江別恵庭線（中央）：フレッシュはまだ前

 資料：都市計画課（北広島市道路交通量調査） 
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図 1-1 土地利用現況図 

 


